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存療法から手術療法をこ変更した症例,② 再発例と再発

象 ③ 投与きれた抗生物質別の治療効果,④ 入院期間

ならびに入院費からみた手術施行例との比較.E結果ヨ

(ll79例中12例が手術療法iこ移行したが.小児LT)穿孔例

を経験 した.Lが67例中再発症例は9例 (13.40olで全

て男性であった 澗性 :942例,女性 :0､25,p-0.0341)上

手術例は6例であ･lたが,12歳と77歳の2例が穿孔症例

であった.③ 授与された抗生物質は,ホスホマイシン

±ミノマイシン,セブェム系が多かったが治療効果に差

はなかった.④ 入院期間は6.58±2.35臥 入院費は

361.269±153,286円との間に差を認めた Lpく0.0001).

【結論】保存的治療後の再発率は13%程度であり,入院

期間や入院費の面からみても保存的治療は妥当と考えら

れたが,50歳以上や20歳未満の症例では穿孔し重篤化す

ることがあり注意を要する.

3日 Meshplughernioplastyの検討

意姦 害悪諸 警 望蒜 (漂誠 欝潟第二)

長年鼠径へ′しこIj'の修復術は,Bassini法を中心に行

われてきた.しかしこれLAlの術式では.縫合部にかかる

緊張は避けられず予術後の捧痛,創部のつっぼり感を来

す事になる.また文献によると,この緊張で縫合部の壊

死が起こり再発につながると考えられている,

当院では,1995年よりpolypTOpylenemesh(MaTlex

mesh)を用いた terlSion-freehernioplasty汀1下 h･･tesh

汰)を施行している.1993年以降成人鼠径-ルニア手

術を施行した患者iこ丁ンL,---一卜調査を行い.Bassini法

と h/1esh法について比較検討したしっで報告する.入院

日数,術後の療病なちびをこつっぼり感を自覚した日数で

はいずれもMesh法の方が有意に短かった.創感染,

Meshに対する拒絶反応,再発を認めた例は現在までの

ところ無く,本術式は成人鼠径-ルニアに対し有岡と考

えられる,

32)再発成人鼠径大腿-ノしこ丁の検討

茅屋 詣 :警悪 霊慧 服 部簸倉病院)杉本不二雄

近年,成人鼠径,大腿-ルエアをこ対し予より再発の少

ない術式に-I)いて様々な検討がなされている.当科でも

475

幾つかの術式を採潤し予再発の減少につとめてきたが,

なおその消滅には至一lていない.そこで.今回.白験,

再発鼠径大腿ヘルニア,につき再発予防の面から検討し

た.当科で平成元年以降,手術が行われた再発-ノしこI,I

は外鼠径-JしこT型9例､内鼠径-,L::j'限局型5例,

内鼠径へ′しこII'び漫型2凧 大腿へ′しこIJ'型L,1例の計2O

例であった.Mizrachy法後の再発は外鼠径塾2例,大
腿塾 1例で内鼠径塾は認めなかった,再発までの期間は,

3年以内と5年以上とに区別され その成因が異なるこ

とが示醸された.外鼠径型再発は晩期に多く見られ,大

腿塾再発は早期に多い傾向が見られた,

33)当科で経験 した Aggressiveangiomyxoma
(7)1例
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我々は,骨盤内をこ発生 した稀な感痴 Aggressive

angiomyxoma偶AM)の1例を経験したので,報告

する.症例は45歳の女性.1994年 1月頃より左外陰部

の腰肢を認め,近医にてバルトリソ腺轟藤の診断で開窓

術を受けた.しかし腰張は改善せず,当院婦人科で構壷

の結果,後腹膜腰癌と診断され当糾綜介となった.1994

年7月14日腫癌摘出術を施行.塵癌はゼラチン様で骨

盤腔左側 に充満 していた. 病理診断にて AAM と診断

され foiiow-upとなった. その後 1995年2月の CT

で骨盤腔内に再発がみられ 同年7月31日経触骨的魔窟

摘出術を施行した.AAM は骨盤内や会陰部をこ発生し,

血管増生 ･局所浸潤 書再発性を特徴とする粘液腫様の擾

めて稀な腫轟である,

34)著明な低ナ トリウム血症を豊 した2例
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消化器癌の経過中に著明な血清電解質異常を来した2

症例を経験 したので報告する.1例は直腸癌にて低位前

行したところ∴著明な低 Na血症と精神障害を呈した

例である.髄の一例は幽門狭窄を伴った胃癌症例で,A

院精査中に著明な低 Na血症を呈した例である.いず


